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「子どもを主役にするカッコイイおとな」プロジェクト
地域のために一生懸命になっている姿を子どもに見せる
子どものために一肌脱ぐ ⇨ 地域の持続可能性を高める

2

⇨NPO法人若葉台スポーツ・文化クラブとの連携

プロジェクトイメージ図



「実装」に向けた取り組みの実施



1．進捗状況
第1回プロジェクト会議
2019年5月10日
＊若葉台団地の概況を理解した上で、各メンバーから何ができるのかを提案
＊イベントを中心に、住民への訴求を図る
＊プロジェクトとしての枠をはめるのではなく、情報を共有しつつ

各メンバーがNPO若葉台スポーツ・文化クラブと連携して実施する

第2回プロジェクト会議
2019年6月25日
＊NPO若葉台スポーツ・文化クラブが実施している「夏休み子ども広場」に

メンバーが参加。イベントやプログラムを提供
＊継続性を考慮したプログラムを編成すること
＊主観的な幸福感が大切



第3回プロジェクト会議
2019年8月27日
＊6月20日実施の「ボランティア研修」、8月5日実施の「夏休み子ども広場」、

9月15日実施予定の「若葉台健康フェスタ」について報告
＊イベント中心に住民への訴求を図ったが、今後は継続性を重視したい
＊それぞれのメンバーが得意分野を活かす形でコミュニティと関わる

あり方が見えた



第4回プロジェクト会議
2019年11月22日
＊9月15日実施の「若葉台健康フェスタ」の報告

午前58名・午後53名 合計111名の参加
体力測定と精密機器での健康チェック／住民の健康意識向上の一助に
学生と地域住民との交流・定員以上の参加・多少の混乱
継続を目指して、住民参加型の健康フェスタの可能性を探る

＊小学校で実施予定の「バリア探検隊」進捗報告
＊ICT活用のプログラミング教室(構想)
＊「食」を活かした講座(構想)
【議論】
＊現役の第二世代をどう巻き込むか→第二世代部会の構想あり
＊おやじの会の参加も気持ちはある→どんどん関わって欲しい
＊若葉台は当時の現役世代がつくってきた
＊学生参加の促進方策→ボランティアでは参加しない
＊団地のブランディング化必要
＊子どもたちが大切にされている感覚持てるように



第5回プロジェクト会議
2020年1月16日
個別事業の進捗状況報告
＊第二回若葉台健康フェスタ→4月19日予定、午前:子ども・午後:高齢者

ランニング協会とコラボ・パルシステムなどとの協働・他の企業との連携も検討
＊バリア探検隊→小学校高学年での定期開催検討、若葉台団地の構造も要検討
＊プログラミング教室→20年度夏に開催したい
＊ものづくり教室→おとな対象のベンチづくりなど・英語講座も・地域講師も検討
【議論】
＊継続要望強い
＊「この指とまれ」方式を拡充していく
＊世代交代の必要性→現役世代は模索中・「親子」がキーワード
＊たくさんの小さなコミュニティ・居場所をつくることで、徐々に世代交代を
＊地域で成果を共有できるようなつくりかたが必要

第6回プロジェクト会議
2020年3月19日予定→新型コロナウイルス感染拡大のため中止



２．それぞれの取り組み

(1)ボランティア研修 2019年6月20日

NPO法人横浜移動サービス協議会による
障がい者の外出付き添いをするボランティア
「講習」と「実習」



＊19人が参加
＊「信頼関係が大切」との声
＊子どもにとっては、コミュニケーションの重要性を理解し、

またどんな街が住みやすいかを考えるきっかけに
＊今後も、子どもを対象としたプログラムを考えたい



(2)夏休み子どもの広場

  

夏休み子どもの広場 

参加者のしおり 

 

 
①  2019 年 8 月 5 日 ～9 日（月～金） 

②  2019 年 8 月 19 日～23 日（月～金） 
 

長いようであっという間に過ぎて行く夏休み！ 
朝は学校の宿題や勉強を し て、 そのあと はみんなでわいわいガヤガヤ、

色々なニュ ースポーツを 体験し 、 文化的な体験・ 社会体験を し ます。  

お昼を 食べて、 午後は図書館で本をよんだり 遊んだり 自由行動 

 

主催：NPO法人若葉台、若葉台スポーツ・文化クラブ 

協力：学習ボランティア・中高生ボランティアのみなさん 

青少年指導員・スポーツ推進委員のみなさん 
 

･･･・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

このしおりを良く読んで準備をして、元気でお越しください。 

 

住所：                       

 

氏名：                 様 

 

 次ページに参加日と、参加できるイベント（講座など）を記してあります 

＊若葉台スポーツ・文化クラブが実施
＊スポーツを選ばなかった子どもが受講することに
＊その他、プログラム単体としても募集

＊NTTドコモ
プログラミング講座

＊星槎大学
親子で工作教室

＊保健福祉大学
食べ方マイスターになろう



(２-1) プログラミング教室（NTTドコモ）
＊2時間のプログラム
＊embotを用いたプログラミング教室
＊親子で募集したが、親は補助役



＊子どもたちが楽しんだ
＊上級生が下級生を手取り足取り指導
＊プログラミングと工作が合体
＊自宅で続けることと

プログラムの継続性が課題



(２-2) 身近な材料を使った工作教室（星槎大学）
＊8月6日と20日に開催 19名、14名の参加
＊身近にあるものをつかった工作
＊6日:面白メガネ、画用紙で帽子、紙人形
＊20日:ピンボールのゲーム盤
＊エアコンが効かない中、熱中症の心配
＊2時間楽しんだ
＊一人ひとりが工夫して、思い思いの作品を

つくりあげることができた
＊今後は親子参加のプログラムも考えたい





(２-3) 食べ方マイスターになろう（保健福祉大学）
＊子どもたちが成⾧の過程で健康の維持と向上に関心を持つこと

食の自己管理ができるようになることのきっかけづくり
＊食事バランスガイドを用いて、どれくらい食べたら良いのかを学ぶ
＊8月9日、23日に実施 9日13人、23日7人

講座の流れ



参加者が考えた「食べ方マイスターになるためのdめあてb」



＊意欲的な子どもが多かった
＊主食・主菜・副菜のバランスまで

考える子どもがいた



(3) 若葉台健康フェスタ（昭和大学・神奈川大学）
＊健康チェックだけでなく、健康増進に役立つものを
＊大人向けと子ども向けのプログラム
＊プロの指導。学生も計測に関わる



大人向け講座と健康チェック

投げ方教室



「若葉台健康フェスタ」(2019年9月15日実施)
午前58名・午後53名 合計111名の参加
体力測定と精密機器での健康チェック／住民の健康意識向上の一助に
学生と地域住民との交流・定員以上の参加・多少の混乱
継続を目指して、住民参加型の健康フェスタの可能性を探る

＊神奈川県の「未病」にもつながる
＊若葉台の住民の健康につながるように活用したい
＊小規模の講座を継続的に開くなど今後の展開につなげたい
＊住民の間に、フレイルチェック隊などを組織できると良い
＊子どもも含めた、住民の健康を増進するような人材育成の仕組みが欲しい

＊今後、様々なアクターとの連携・協働を模索して、継続実施を検討



＊イベント中心で、子どもや住民に訴求することを第一に考えたため、
継続実施の面で、課題が残る

＊主宰者が基本的に第一部会メンバーという部外者であるため、
これを住民自身による取り組みへと組み換えることが求められる

＊これは継続性という観点からも必要なこと

＊「子どもを主役にする」カッコイイおとなになるために、
子どもを主役にするような参加の形を考える必要がある

＊イベント中心主義ではなく、連続講座に子どもを巻き込み、
かつそれを日常の活動へと組み換えるような取り組みが求められる

3．当面の展開と課題



４．一つの試み:「この指とまれプロジェクト」
「この指とまれプロジェクト」
の公募開始

個人・団体が企画を提案
この指とまれ!で、ネットワーク
メンバーが集まり、事業を
実装していくとりくみ

2020年度以降は、NPO法人
若葉台スポーツ・文化クラブ
が事務局を担当予定







新型コロナウイルス感染拡大
にともなう緊急事態宣言発令
により、プレゼンテーション
とマッチングは中止

応募団体相互がオンラインで
交流し、またマッチングを進
めた

13団体からの応募があった



「この指とまれプロジェクト」応募団体(2020年度分):団体名・提案プロジェクト名

１．株式会社横浜フリエスホー゚ツクラフ 「゙若者目線で商店街の隠れた魅力発掘!! 」
２．株式会社横浜フリエスホー゚ツクラフ(゙横浜FC) 「スホー゚ツヒジネ゙スの実課題解決にチャレンシ!゙! 」
３．一般財団法人アイオーシニアスジャ゙ハン゚「高齢化社会におけるシニア向けテジダルライフスタイル

の啓蒙と生きかい゙の創造 」
４．横浜国立大学成⾧戦略研究センター 「人生100歳時代セミナー 1未来設計

―定年前に何を準備するか 2ベンチャー設立・運営―事業を始めるには何を準備するか」
５．特定非営利活動法人横浜移動サーヒズ協議会 「Web コミュニティを創ろう

~すべての人が地域で輝くために 」
６．NPO法人若葉台スホー゚ツ・文化クラフ 「゙「カッコイイおとなフロ゚シェ゙クト」(若葉台団地)」
７．ハロ゚ニム株式会社「さわれる動画テクノロシー゙「TIG(ティク)゙」の導入 」
８．株式会社あぴふる 「中高齢の夫婦対象のお互いを理解するセミナー「e-fuf」開催」
９．学習サークル BE-GLOBAL 「天の岩戸フロ゚シェ゙クト」
10．ソフトハン゙ク株式会社「初心者の悩み解決! スマホ教室」
11．東京都市大学「PC の中身に触れてみよう」
12．NPO法人スーリールファム 「新しいコミュニティづくりと地域活性化のための

大人の文化祭 「フェス!」開催事業 」
13．認定NPO法人 藤沢市民活動推進機構 「生涯現役マルチライフフロ゚クラ゙ム 「地域活動はじめの一歩」」



NPO法人若葉台スポーツ・文化クラブ
「「カッコイイおとなプロジェクト」(若葉台団地)」
の概要

【目的】
若葉台団地で、「カッコイイおとな」「子どもが主役」をキーワードと して、住民
参加型のイベント等を開催することで、住民同士のつながり (子どもから高齢者ま
で)や顔の見える関係性を構築し、持続可能なコ ミュニティの形成へとつなげてい
く。
【活動イメージ】
地域の大人や企業や団体の協力者(大人)が子どもに教えられるような(カッコイイお
となになれるような)内容のイベントを幅広く実施
【期待される効果】
・郷土愛や自己肯定感を持った前向きな子どもの育成
・地域に小さなサークル(仲間のつながり)がたくさん生まれることで、 活性化につ
ながる
・地域活動に関わる現役世代の発掘・地域の担い手づくり



＊これまで団地内に閉じられていた活動が、外部の団体を取り込んで、
活性化する

＊「カッコイイおとな」になることと次世代を育成することが
団地の魅力化につながる

＊第一世代(団地創生期世代・高齢者世代）と第三世代(子ども世代)とが
第二世代(現役世代)を意識づける

＊様々なアクターがかかわりつつ、地元の団体がコーディネータとなる

＊団地そのものが不断に活性化する仕組みの創出へ



５．成果・課題と今後の展開

＊基本的な形は作ることができた

⇨参加メンバーが地元の住民組織と連携しつつ、
できることをできるように行うことを基本として、
基本的な理念と情報の共有を基盤に、
あとは個別に事業を行う
⇨ある意味で「この指止まれ」方式

⇨より柔軟に事業を展開するためにも、
この方式は一つのモデルになる



＊「子どもを主役にする」カッコイイおとなになるために、
子どもを主役にするような参加の形を考える必要がある

＊イベント中心主義ではなく、連続講座に子どもを巻き込み、
かつそれを日常の活動へと組み換えるような取り組みが
求められる

⇨第二世代が意識化し始めている
＋NPO若葉台スポーツ・文化クラブ
が中継ぎとして作用する



＊事務局の担い手、いわゆる第二世代の参加による
活動の活性化も課題

⇨NPO若葉台スポーツ・文化クラブが中継ぎ
＋大学など新たなアクターのかかわりへ

⇨高齢者と子どもという結びつきを基本としつつ、
地域社会で活発に動くことで人々を惹きつける
魅力を発信することが期待される

⇨団地のブランディング



＊今後は、それぞれのアクターが個別に
継続的な事業を展開することが基本となる

⇨「この指とまれプロジェクト」が一つの形となる
⇦第二世代がどこまでかかわりつつ、引き継げるか



６．３年間の基本的な評価
基本的課題意識:
社会構造の変容
(人生100年時代・少子高齢人口減少・経済構造の変容
・社会格差の拡大・人々の孤立など）
新たな関係性構築の必要＋新たな価値観の必要

⇨子どもたちが主役になる
⇨高齢社会のあり方

=子どもたちを主役にする「カッコいい」おとな
⇨「カッコいい」おとながいきいきと活躍するまち

かながわ人生100年社会ネットワーク会議メンバー
といういわば「よそ者」が議論して、若葉台団地に持ち込む



基本的イメージ:

子どもを主役にする「ちいさな社会」

「ちいさな社会」を担うおとなたち

⇨子どもたちが自分でつくる「ちいさな社会」



学校との協働

コミュニティスクールをベースとして
地域学校協働活動を組織

子どもたちが社会の主役として
多様な経験を積み
「社会」を担う



若葉台団地
子どもが主役
プロジェクト

若葉台団地
カッコイイおとな
プロジェクト

ちいさな社会

ちいさな社会

ちいさな社会

ちいさな社会

子どもが活躍するセミナー
学びの場・担い手づくり

まちの⾧老養成セミナー
プラチナ・マイスター

HQ
(子ども
おとな
公社・地元
学校・大学
など）

子どもとおとなが循環する地域コミュニティへ



実施イメージ
＊アンケート
＊イベント
＊セミナー
＊ちいさな社会づくり
＊地元で展開

子どもが主役になるまちづくり
＊セミナー
＊イベント
＊カッコイイおとなが子どもと交流
＊おとながもっとかっこよくなる



団地そのものの持続可能性を高める

若い世代が関心を持つ団地のあり方

文化的な魅力=人々の交流がつくる魅力

➡NPO若葉台スポーツ・文化クラブと連携
若葉台団地で実装

➡若葉台団地「子どもが主役プロジェクト」



かながわ人生100年社会ネットワーク会議メンバー
とNPO若葉台スポーツ・文化クラブが連携

メンバーができることを提案
NPO若葉台スポーツ・文化クラブがコーディネート

若葉台団地で実施

⇨「子どもを主役にするカッコいいおとな」
プロジェクトのあり方を実装しつつ検討

➡外部から持ち込みつつ、団地のあり方を変える



【課題】
＊イベント型と継続型の取り組みの関係
＊事務局体制(主体とバックアップ体制）
＊子どもたちへの地道なかかわり（朝・放課後など）
＊学校をどう巻き込むか
＊保護者・PTAがどう関わるのか

⇨各団体が事業案を提示しつつ検討➡実施へ



6月20日「ボランティア研修」(横浜移動サービス）

8月 5日「夏休み子ども広場」
＊NTTドコモ

プログラミング講座
＊星槎大学

親子で工作教室
＊保健福祉大学

食べ方マイスターになろう

9月15日「若葉台健康フェスタ」(昭和大学・神奈川大学）



継続性とそれを担うコーディネータの必要性

NPO若葉台スポーツ・文化クラブが中継ぎ
第二世代の意識化

⇨「この指とまれプロジェクト」の基本形(フレーム)の形成
⇨「この指とまれプロジェクト」の試行的実施
⇦NPO若葉台スポーツ・文化クラブの

「この指とまれプロジェクト」提案
＝「子どもを主役にするカッコイイおとなプロジェクト」



【成果】
少子高齢社会における地域コミュニティの
新たなつくりかたに対して、
一つのモデルを提示
⇨「この指とまれプロジェクト」

外部のアクターと内部のコーディネータが
「次世代」をキーワードに連携協働し
できるものができるところから、
できるアクターと一緒になって
事業を行い、子どもたちにかかわって、
子どもたちにいきいきと生きる姿を見せ、
子どもたちを担い手へと育成する


